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～自然共生サイトなどネイチャーポジティブ※�に向けた取り組みをトータルサポート～

※1 生物多様性の損失を食い止め，回復させる活動 

東北緑化環境保全㈱ではデジタル技術を活用したコンパクトな手法で，生態系を「見える化」し，
貴重で新しい価値を見つけるとともに，その環境を保ち・より価値を高める確かな技術と豊富な実績がございます。
この経験を活かして，皆さまに寄りそい，ネイチャーポジティブの実現に向けた取り組みを支援いたします。

ネイチャーポジティブの背景や，
自然とのつながりと大切さを学び，行動へ 

教育や意識啓発を通じて，
人と自然のつながりを大切にする価値観の形成に繋げます。

新たな価値を見つける，測る，改善する

環境を創る，管理する

新たな機会につながる情報を発信

ネイチャーポジティブの実現に向けた様々な取り組みについて，
国際的な仕組みに基づき，ステークホルダーに向けて発信することで，
新たな機会へと繋げます。

教育・意識啓発

デジタル技術を活用しながら,
環境を創ることから調査・分析，情報発信支援 まで一気通貫のワンストップ・トータルサービスで

ネイチャーポジティブの実現に向け貢献いたします。

調査・分析

デザイン・施工・管理

情報発信

科学的なデータに基づき，屋上緑化などのグリーンインフラ施工や緑地の再生・開発により，
景観を美化するとともに，多様な生物が生息できる，より価値の高い環境を創造します。

3Dシミュレーション技術を活用し，生態系（ecosystem）・景観（landscape）・
造成技術（engineering）のバランスを考慮した開発・保護に配慮した設計を行います。

動植物調査やDNA解析により，その環境に生息する生きものなど
貴重な価値や，自然との関係を科学的に明らかにします。

土壌や水質の状態などあらゆる環境を化学分析の力で見える化し，
改善策を提案します。



例えば，企業が保有する山林や緑地。社員や地域の人と一緒にそこで生き物の様子を観察したり，生き物が
棲みやすいように少し手を入れてみます※4。きっと，生き物だけでなく人の心も豊かになり，みんなが永く
幸せで健康でいられるようになるでしょう。草木や土は雨水を調節し，自然災害も和らげてくれます※5。
また，自然への影響を抑えた商品やサービスを提供する企業との取引を優先することも，重要な一歩です※6。

皆さんの小さな一歩に続く仲間が増えば，大きな目標である「自然と共生する社会」を実現できます。
これは将来の世代のために，私たちが責任をもってなすべきことではないでしょうか。

弊社は人と自然をつなぐ通訳として，皆さまの小さな一歩から寄りそい，未来に向けてお手伝いさせて
いただきます。

2050年までに「自然と共生する社会」を実現する国際目標※3に向けて，まずは2030年までに生物の豊
かさ（生物多様性）が失われていく現状を止めて，回復の道筋に向かわせる取り組み。これがネイチャー
ポジティブです。その実現には，自治体や企業など，社会全体での取り組みがとても重要な鍵を握って
いると言われています。どういうことでしょうか？

東北緑化環境保全株式会社
流域環境研究所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町二丁目5-1　
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人の生活に必要な水や酸素，天然資源の
恵み，水質浄化や気候・雨水調節機能など
生態系サービスの経済価値は，世界で年間
125兆ドルと言われています。

※2

昆明・モントリオール生物多様性枠組
※3

このような取り組みが公式に認定される
「自然共生サイト」を増やしていくことも，
ネイチャーポジティブへの貢献になります。

※4
雨水の調節など，生態系サービスを活用して整備する社会イン
フラをグリーンインフラと言い,ネイチャーポジティブに重要
な役割を果たします。

※5

バリューチェーン全体を通して自然への負荷を減らし，製品や
サービスを通じて自然への貢献を増やす資金の流れの変革
は，ネイチャーポジティブ経済と呼ばれます。

※6

自然共生社会と
ネイチャーポジティブ
自然共生社会と

ネイチャーポジティブ
～将来世代が自然と共に健康で心豊かな生活を続けられるために～

赤トンボの群飛。メダカの学校。カエルの合唱。枕草子「秋は夕暮れ」で詠われた雁が連なり飛ぶ風景。生
活の利便性と引き換えに，私たちは豊かな生き物たちが織りなす自然の風景と培われる文化，それを感
じる心の豊かさを失いつつあります。私たちは同時に，自然がもらたす無償の機能「生態系サービス※2」
の多大な恩恵も失おうとしています。

かり


